
持続可能な島づくり～未来を築く人財総動員プロジェクト～

佐渡市地域振興部 移住交流推進課



佐渡市

新潟県

新潟県佐渡市の紹介

佐渡市の基礎データ（2025年9月末現在）

●人 口 47,097人
●面 積  855ｋ㎡ （東京23区の約1.4倍）
●周  囲  280ｋｍ
●世帯数 22,403世帯

●平成16年3月1日に1市7町2村が合併し、佐渡市が誕生
●「佐渡島（さど）の金山」が2024年７月に、世界文化遺産に登録
●四季折々の豊かな自然と食文化が楽しむことができ、歴史と多様な文化を誇る島

特別天然記念物「とき」 佐渡金山

能舞台 鬼太鼓



佐渡市における社会動態について

（※）市民課への届出実績件数

• 直近５カ年における転出者数は1,222名/年、転入者数は979名/年、転出超過は243名/年となっている。
• 移住者は525名/年、コロナ禍のR4年をピークに減少し、R6年度は500名/年を切ったが、Uターン者はR5年度ま
で増加し、R6年度に初めて▲7％、Iターン者は▲41％と減少している。（移住3年後の定着率：67％）
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各年度の転入出数の推移

～15歳 ～22歳 23歳～29歳 30代 40代 50代 60代 70代以上

▲218

30代～60代は転入超過



人材創出社会を目指して

• 地方創生テレワーク交付金（内閣府）を活用し、シェアオフィスやインキュベーションセン
ターを整備。

• 関係事業者や団体と連携し、ベンチャー企業を対象とした「佐渡ビジネスコンテスト」を開
催し、企業誘致活動を強化。
多様な人材・企業が活躍できる「起業の島」を目指す

★人口減少対策～社会減「０」に向けた取組～
• さどくらしテラスにおける移住相談窓口および定着支援の強化。
• お試し住宅のフル活用。
• 利活用可能な空き家の掘起しと利活用を民間事業者とも連携し促進。
• 特定地域づくり事業協同組合制度の活用と住む・暮らす・働くのパッケージ化
気軽に相談・体験・移住できる「移住の島」を目指す

★起業成功率№「１」の島を目指して



雇用の増加を伴う創業又は事業拡大を行う民間事業者等に対してその事業資金の一部を補助することにより、特定有人
国境離島地域における雇用機会の拡充を図る。

目的

事業概要
補助対象者
・佐渡市内において創業する者（事業を承継する者を含む）
・佐渡市内の事業所において、事業拡大を行う者
・主として佐渡市の商品、サービス等の販売を目的として佐渡
市以外の地域において創業する者
※業種による制限はない。

補助対象経費・補助率・補助限度額

平成29年から募集開始
◆採択件数

H29：17件、H30：17件、R1：30件、R2：44件、R3：71件
R4：65件、R5：50件、R6：35件、R7：24件

事前申請件数は44件（H29）⇒71件（R6)、60件（R7)

ビジネスコンテストチャレンジでさらに起業成功までを
後押し（支援）！
入賞者には特典を多数用意。※応募要件あり

人材創出社会 －佐渡市雇用機会拡充事業補助金－

区
分 補助率（補助金上限額）

創 業 補助対象経費の4分の3（上限450万円）

事 業 拡 大 補助対象経費の4分の3（上限1,200万円）

設備投資を伴わない
事 業 拡 大 補助対象経費の4分の3（上限900万円）



「起業成功率№１の島」をブランディングするため、「佐渡ビジネスコンテスト」を開催し、誰もがチャレンジし、成功で
きる環境を創出するとともに、島内の地域課題の解決と企業の成長と定着を図る。

事業費：1,319千円

佐渡ビジネスコンテスト2023グランプリ
株式会社オリエンタルスポーツ

人材創出社会 －スタートアップを支える仕組み－

佐渡ビジネスコンテスト2024グランプリ
株式会社佐渡活

佐渡ビジネスコンテスト2022準グランプリ メレパレカイコ

佐渡ビジネスコンテスト2021グランプリ SIIG㈱

佐渡ビジネスコンテスト2021 本選出場 ㈱ビアパイント

佐渡に新たな価値を
創造！



• 商店街の中心部にある空き家（古民家）をインキュベーションセンターとしてリノベーション
• スタートアップ拠点として、ITベンチャー企業５社が進出（現在は４社）。R5.4月には新潟大学サテライトが入
居するなど若者が集う空間づくりを推進

古
民
家
再
生
に
よ
る
商
店
街
の
賑
わ
い
再
生

若者の活躍する場所づくりと商店街の活性化

インキュベーションセンター河原田本町



〇事務所4部屋（10帖:1部屋、8帖:1部屋、6帖:1部屋、3帖:1部屋）〇Wi-Fi環境完備、カラー複合機設置
• 佐渡の真野湾に接する地域の中心地にある古民家をリノベーションし、主にITベンチャー企業のスタートアップ拠点
となる2か所目のインキュベーションセンターを整備。

• 令和5年７月に施設の運用を開始。現在、2社が進出済み。

施設の
概要

外観 1階 区画3（6帖）

1階 区画4（3帖） 2階

2階 区画2（8帖）

2階 区画1（10帖）

1階 共有スペース

駐車場（6台）

人材創出社会 －新たなスタートアップ拠点の整備－
インキュベーションセンター真野新町



「住み、暮らし、働き続ける」仕組みや二地域居住による豊かな暮らしと働き方を構築すると
ともに、地域にとって必要な専門人材等の確保と定着を図る。

佐渡市人財確保官民連携協議会の設立（2024年11月14日）

豊かに暮らし働く環境を創出するための体制を構築

都会では得られない「可処分所得・時間」で
豊かに暮らし働く環境を創出する！



●こどもが元気な教育の島
●郷土愛と課題対応能力を育むキャリア教育
●官民連携した教育現場との接点の創出
●IT企業等と連携した人材育成・起業支援

① 佐渡島HPへの企業ロゴ掲載等
② 離島における人材育成への寄与
③ 離島の次世代人材、がんばる地域企業との接点
④ SDGs、CSRの推進に寄与

お問い合わせ先

新潟県佐渡市役所 地域振興部 移住交流推進課 西牧・仲川
〒952-1292 新潟県佐渡市千種232番地
TEL:0259-67-7153
E-mail:r-iju@city.sado.niigata.jp

 これまでの企業誘致・スタートアップ支援の取組により、島外からの企業進出・起業の機運醸成が促進された。
 多様な職種や職場、人材活躍の場は増えている一方、島内における人材の育成・担い手の定着にはまだまだ課題を抱えている。背景

次世代を育てる教育の島

佐渡市が目指す島づくり

ご寄付いただける企業様のメリット

保育園～高校までの島留学促進、離島ならではの体験、キャリア教育、郷土愛の醸成

市内教育系NPO、IT企業と連携した即
戦力人材育成・起業促進の取組（ス
タートアップ部）
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